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法
政
大
学
教
授

岡
松
暁
子

　

二
〇
二
一
年
四
月
一
三
日
、
政
府
は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
処

理
や
廃
炉
作
業
に
お
い
て
発
生
し
、
敷
地
内
の
タ
ン
ク
で
保
管
し
て

い
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
）
の
処
分
方

法
を
海
洋
放
出
と
し
、
二
年
後
（
二
三
年
）
を
目
途
に
実
施
す
る
基

本
方
針
（
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
関
係
閣
僚
等
会
議
「
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」）

を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
海
洋
放
出
が
言
及
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
一
九
年
頃
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
締
約
国
会
議
遵
守
グ
ル
ー

プ
会
合
や
締
約
国
会
合
に
お
い
て
、
韓
国
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
G
P
I
）か
ら
安
全
性
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
、

抗
議
が
な
さ
れ
て
き
た
。
韓
国
は
国
際
海
洋
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る
。二
〇
年
の
会
合
で
は
、ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
や
事
務
局
に
よ
る
条
約
文
の
解
釈
を
要
請

す
る
動
き
も
あ
り
、
こ
れ
に
日
本
は
断
固
反
対
し
た
も
の
の
、
基
本

方
針
の
決
定
を
受
け
て
議
論
は
激
し
さ
を
増
し
、
つ
い
に
は
二
二
年

の
締
約
国
会
合
に
先
立
ち
、
条
約
事
務
局
が
海
洋
放
出
の
ロ
ン
ド

ン
議
定
書
上
の
法
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
「
法
的
助
言
」（Legal 

advice on the application of the London Protocol

）
を
出

す
に
至
っ
た
。

お
か
ま
つ　

あ
き
こ　

上
智
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
法
律
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。
国
立
環
境
研
究
所
な
ど
を
経
て
、

二
〇
〇
六
年
法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
准
教
授
、

一
三
年
よ
り
現
職
。
環
境
省
参
与
、
参
議
院
外
交

防
衛
委
員
会
調
査
室
客
員
調
査
員
、
ロ
ン
ド
ン
議

定
書
遵
守
グ
ル
ー
プ
委
員
（
二
二
年
か
ら
副
議
長
）。

著
書
に
『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
国
際
環
境
法
』
な
ど
。

ロ
ン
ド
ン
条
約
・
議
定
書
と

福
島
原
発「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」問
題

今
年
実
施
予
定
の
福
島
原
発
事
故
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
、

海
洋
投
棄
規
制
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
・
議
定
書
の
締
約
国
会
合
と

遵
守
グ
ル
ー
プ
会
合
で
は
、
韓
国
や
環
境
団
体
か
ら

規
制
を
求
め
る
強
い
意
見
が
出
て
激
し
い
議
論
と
な
っ
た
。

海
洋
放
出
は
規
制
対
象
な
の
か
。
遵
守
グ
ル
ー
プ
副
議
長
が
論
ず
る
。
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国
際
法
上
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
条
約
な
い
し
そ
れ
に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
機
関
は
、
条
約
上
の
権
利
義
務
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

で
あ
っ
て
、
自
ず
と
そ
の
規
制
お
よ
び
活
動
領
域
は
特
定
さ
れ
て
い

る（「
専
門
性
」）。
こ
の
よ
う
な「
専
門
性
」か
ら
逸
脱
す
る
活
動
は
、

「
政
治
的
」
と
見
な
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
条
約
実
施
機
関
の
効
率

的
な
運
営
を
阻
み
、
締
約
国
に
対
し
て
責
任
を
果
た
し
得
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
厳
に
慎
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
条
約
と
議
定
書
遵
守
グ
ル
ー
プ
の
成
り
立
ち

　

一
九
七
二
年
一
一
月
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
の
ロ
ン
ド
ン

本
部
に
お
い
て
海
洋
投
棄
規
制
条
約
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
廃
棄
物

そ
の
他
の
物
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約
」（
以

下
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
）
が
採
択
さ
れ
た
（
七
五
年
発
効
。
日
本
の
批

准
は
八
〇
年
）。
さ
ら
に
、
条
約
の
規
制
を
強
化
す
る
べ
く
、
九
六

年
一
一
月
に
議
定
書
も
締
結
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
六
年
発
効
。
日

本
の
批
准
は
〇
七
年
）。
同
条
約
・
議
定
書
締
約
国
に
よ
っ
て
、
締

約
国
会
合
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
議
定
書
一
一
条
に
基
づ
い
て

採
択
さ
れ
た
遵
守
手
続
き
に
か
か
る
作
業
を
行
う
た
め
、
科
学
的
、
技

術
的
ま
た
は
法
的
な
専
門
性
に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
た
個
人
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
遵
守
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
遵
守
グ
ル
ー

プ
は
、
締
約
国
会
議
へ
の
勧
告
を
任
務
と
し
て
、
締
約
国
会
議
あ
る

い
は
締
約
国
か
ら
諮
問
さ
れ
た
、
不
遵
守
の
可
能
性
が
あ
る
個
別
の

状
況
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
検
討
と
評
価
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
決
定
ま
で
の
経
緯

　

周
知
の
と
お
り
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
一
・
二
・
三
号
機
で
全
電
源
喪
失
に

よ
る
炉
心
溶
融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
が
発
生
し
た
。
東
京
電
力
は
、

原
子
炉
の
温
度
上
昇
を
抑
え
、
核
燃
料
デ
ブ
リ
を
冷
却
す
る
た
め
に

淡
水
や
海
水
を
投
入
し
た
が
、
こ
の
冷
却
水
は
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性

物
質
に
直
接
触
れ
て
い
る
た
め
に
建
屋
に
滞
留
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
に
加
え
て
建
屋
内
等
に
溜
ま
る
放
射
性
物
質
に
触
れ
た
地
下
水

や
雨
水
な
ど
の
汚
染
水
が
今
な
お
継
続
的
に
発
生
し
て
い
る
。
汚
染

水
は
、
廃
炉
作
業
の
一
環
と
し
て
、
セ
シ
ウ
ム
吸
着
装
置
と
多
核
種

除
去
設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
六
二
種
類

の
放
射
性
物
質
を
法
令
に
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
す
レ
ベ
ル
に
ま

で
浄
化
処
理
し
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
と
呼
ば
れ
る
状
態
で
敷
地
内
の

タ
ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
汚
染
水
の
発
生
は
継
続
し
て
い
る
た
め
、
二
三

年
春
頃
に
は
計
画
中
の
タ
ン
ク
も
含
め
満
杯
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
敷
地
内
の
タ
ン
ク
の
増
加
は
そ
れ
自
体
が
風
評
被
害
を
生
む
原

因
に
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
長
期
保
管
に
伴
う
タ
ン
ク
の
老
朽
化
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や
災
害
に
よ
る
漏
洩
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
政
府
は
一
六
年
か
ら
六
年
間
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
、
海
洋

放
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

海
洋
放
出
は
、
拡
散
の
状
況
を
予
測
し
や
す
く
、
放
出
設
備
の
取

り
扱
い
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
比
較
的
容
易
な
こ
と
か
ら
、
技
術
的
に

実
績
が
あ
り
現
実
的
な
方
法
と
し
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国

際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）も
、
こ
の
決
断
に
つ
い
て
は
「
科
学

的
な
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
放
出
に
あ

た
っ
て
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
核
種
の
告
示
濃
度
限
度
比
総
和
が

１
未
満
に
な
る
ま
で
二
次
処
理
を
実
施
し
、
そ
の
後
大
量
の
海
水
で

一
〇
〇
倍
以
上
に
希
釈
し
て
か
ら
放
出
さ
れ
る
。
な
お
、
ト
リ
チ
ウ

ム
は
自
然
界
に
も
広
く
存
在
す
る
物
質
で
あ
り
、
飲
料
水
な
ど
を
通

じ
て
人
間
の
体
内
に
も
取
り
込
ま
れ
る
が
、
排
泄
さ
れ
、
特
定
の
生

物
や
臓
器
に
濃
縮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
が
海
洋
放
出
し
よ
う

と
す
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
は
「
汚
染
水
」
で
は
な
く
、
放
射
性
物
質

の
量
を
、
基
準
値
を
下
回
る
濃
度
に
ま
で
処
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

海
洋
放
出
を
問
題
と
す
る
「
論
理
」

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
ロ
ン
ド
ン
議

定
書
の
会
合
で
問
題
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

原
発
事
故
の
問
題
が
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
の
会
議
で
言
及
さ
れ
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
が
、
海
洋
汚
染
へ
の
懸
念
が
表
明
さ
れ

る
に
と
ど
ま
り
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の
数
年
間
に
関
し
て
は
特
に
話

題
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府
が
海
洋
放
出

の
可
能
性
を
示
唆
す
る
や
い
な
や
、
一
九
年
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
議

定
書
会
合
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
年
次
総
会
で
も
、「
汚
染
水
」

の
放
出
に
つ
い
て
の
懸
念
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
年
の
締
約
国
会
合
で
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｉ
か
ら
、「
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
に
関
連
す
る
事
項
」

と
い
う
議
題
の
下
で
処
理
水
に
つ
い
て
の
質
問
の
文
書
が
提
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
、
締
約
国
会
合
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
議

定
書
の
遵
守
グ
ル
ー
プ
会
合
で
、
韓
国
の
委
員
か
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
海
洋
放
出
は
「
締
約
国
は
、
…
…
汚
染
の
す
べ
て
の
発
生
源

か
ら
海
洋
環
境
を
保
護
し
、
及
び
保
全
し
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
議

定
書
二
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
潜
在
的
な
遵
守
の
問

題
と
な
る
た
め
、遵
守
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
議
論
す
る
べ
き
で
あ
る
、

と
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
続
く
締
約
国
会
議
で
も
同
様
の
主
張

が
な
さ
れ
た
が
、
本
件
は
条
約
・
議
定
書
の
対
象
外
の
行
為
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
七
二
年
に
国
連
人
間
環
境
会

議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、

人
間
環
境
宣
言
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
宣
言
）
お
よ
び
行
動
計
画
が
採
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択
さ
れ
、
同
時
に
海
洋
投
棄
規
制
の
た
め
の
包
括
的
な
枠
組
み
を
作

成
し
、
こ
れ
を
可
能
な
限
り
早
期
に
発
効
さ
せ
る
努
力
が
推
奨
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
条
約
は
、
海
洋
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
内
水
を
除
く
す
べ
て
の
海
域
を
対
象
に
（
三
条

三
項
）、
附
属
書
に
掲
げ
ら
れ
た
廃
棄
物
等
の
船
舶
・
航
空
機
・
人

口
海
洋
構
造
物
か
ら
の
投
棄
を
禁
止
し
た
。
す
な
わ
ち
、
附
属
書
に

掲
げ
ら
れ
た
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
も
の
は
海
洋
投
棄
が
で
き
る

仕
組
み
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
方
式
）
で
あ
る
。
こ
の
条
約
の
規
制

を
強
化
す
る
べ
く
締
結
さ
れ
た
同
議
定
書
は
、
海
洋
投
棄
お
よ
び
洋

上
焼
却
を
原
則
禁
止
と
し
（
四
条
一
項
、
五
条
）、
附
属
書
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
の
み
、
環
境
汚
染
物
質
の
除
去
及

び
漁
労
・
航
行
の
重
大
な
障
害
防
止
を
し
た
上
で
廃
棄
を
「
検
討
可

能
」
な
も
の
と
し
た
（
リ
バ
ー
ス
・
リ
ス
ト
方
式
）。

　

な
お
、
高
レ
ベ
ル
お
よ
び
低
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
の
投
棄
は

九
三
年
以
降
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、

か
つ
、
締
約
国
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
僅
少
（de m

inim
is

）
レ

ベ
ル
の
濃
度
の
放
射
性
廃
棄
物
投
棄
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
手
順
で

海
洋
投
入
処
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
五
年
ご

と
に
再
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
新
た
に
締
約

国
に
な
る
国
家
は
、
よ
り
厳
格
な
規
制
が
規
定
さ
れ
て
い
る
議
定
書

の
み
を
批
准
す
る
場
合
が
多
く
、
二
〇
二
二
年
一
月
現
在
、
議
定
書

の
締
約
国
は
五
三
ヵ
国
と
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
の
締
約
国
と
合
わ

せ
る
と
一
〇
〇
ヵ
国
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
は
議
定
書
の
対
象
外

　

で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
、
議
定
書
の
義
務
に
照

ら
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

　

二
〇
一
九
年
以
来
、
遵
守
グ
ル
ー
プ
会
合
に
お
い
て
韓
国
の
委

員
は
、
議
定
書
の
二
条
が
、「
締
約
国
は
、
…
…
汚
染
の
す
べ
て
の

4

4

4

4

発
生
源
か
ら

4

4

4

4

4

（
傍
点
筆
者
・
以
下
同
じ
）（from

 all sources of 
pollution

）海
洋
環
境
を
保
護
し
、及
び
保
全
し
」と
規
定
し
て
お
り
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
こ
れ
に
違
反
す
る
と
し
て
、
放
射

性
廃
棄
物
の
海
洋
放
出
の
脅
威
を
遵
守
に
関
す
る
新
た
な
問
題
と
し

て
認
識
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
締
約
国
会

議
に
対
し
て
、
二
条
の
解
釈
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
す
べ
き
で
あ
る

と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
か
ら
の
委
員
で
あ
っ
た
筆
者
（
遵
守
グ
ル
ー

プ
委
員
は
政
府
代
表
で
は
な
い
の
で
、
日
本
と
し
て
の
見
解
で
は
な

い
）
は
、
本
件
は
遵
守
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
議
論
に
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
第
一
に
、
陸
域
か
ら
の
排
出
は
議
定
書
の

射
程
外
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
汚
染
源
を
規
制
対
象
に
含
め
る
な
ら
ば
、



外交 Vol.77 Jan./Feb. 2023 138

こ
れ
は
条
約
の
解
釈
で
は
な
く
「
改
正
」
の
議
論
と
な
る
た
め
、
締

約
国
会
議
に
お
い
て
議
論
す
べ
き
問
題
と
な
る
。
第
二
に
、
遵
守
グ

ル
ー
プ
は
、
不
遵
守
が
疑
わ
れ
る
個
別
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
と
評

価
を
行
う
こ
と
が
任
務
で
あ
り
、
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
の
手
続
き
に
不
備
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
潜
在
的

な
恐
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
権
限
を
越
え
る
行
為
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
に
条
約
の
解
釈
を
要
請
す
る
権
限
も
遵
守

グ
ル
ー
プ
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
遵
守
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
は
お
お
む
ね
同
意
を
得
た
が
、
こ
の
議
論
は
、
毎
年
、
締

約
国
会
合
で
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

よ
り
具
体
的
に
、
議
定
書
上
の
義
務
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
第

一
に
、
議
定
書
は
船
舶
か
ら
の
投
棄
を
規
制
す
る
条
約
で
あ
り
、
陸

上
か
ら
の
放
出
は
規
制
さ
れ
て
い
な
い
（
一
条
四
・
一
）。
陸
上
か
ら

の
排
出
を
規
制
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

議
定
書
の
解
釈
の
問
題
で
は
な
く
改
正
が
必
要
に
な
る
。
第
二
に
、

ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
液
体
放
射
性
廃
棄
物
の
取
り
扱
い
は
、
日
本
の

み
な
ら
ず
原
発
等
を
有
す
る
国
に
共
通
す
る
事
項
で
あ
り
、
各
国
の

原
発
事
業
者
は
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
基
準
に
基
づ
い
て
策
定

さ
れ
た
排
出
基
準
に
従
っ
て
ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
排
出
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
議
定
書
二
条
違
反
は
提
起
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
件
の
み
に
つ
い
て
二
条
の
適
合
性
を
問
う
法
的
根
拠
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
件
に
関
連
し
て
二
条
の
解
釈
に
つ
い
て
議
論
す
る
必

要
は
な
い
。

　

し
か
し
、
二
一
年
の
締
約
国
会
議
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影

響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
た
め
、
議
題
も
議
論
も
縮
小

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
に
関
す
る
議
論
は
延
々
と
続
き
、

議
長
が
し
ば
し
ば
会
議
を
中
断
し
て
事
務
局
と
相
談
す
る
事
態
に
な

り
、つ
い
に
は
次
回
の
締
約
国
会
合
ま
で
に
事
務
局
が
「
法
的
助
言
」

を
出
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

事
務
局
に
よ
る
「
法
的
助
言
」
の
意
味

　

二
〇
二
二
年
七
月
二
九
日
に
事
務
局
が
出
し
た
「
法
的
助
言
」
の

概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
福
島
第
一
原
発
の

処
理
水
の
海
洋
へ
の
放
出
・
排
出
は
、
陸
上
施
設
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
経
由
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
す
べ
き
点
は
、
以
下

の
二
点
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
議
定
書
上
の
「
投
棄
」
の
定
義
に

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
経
由
し
た
廃
棄
物
の
投
棄
が
含
ま
れ
る
か
、
②
こ

の
場
合
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
「
投
棄
」
の
定
義
に
お
け
る
「
人
工
海

洋
構
築
物
」
に
該
当
す
る
か
、
で
あ
る
。

　

事
務
局
は
、「
人
工
海
洋
構
築
物
」
そ
の
も
の
の
定
義
は
な
い
と

し
つ
つ
も
、単
な
る
処
分
の
目
的
以
外
の
目
的
で
配
置
さ
れ
た
物（
例

え
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
海
洋
調
査
機
器
）
を
海
洋
に
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遺
棄
す
る
こ
と
は
投
棄
に
含
ま
れ
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
類
推
す
る
と
、
陸
上
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
の
投
棄
は

「
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
の
定
義
に
は
該
当
せ
ず
、
本
条
約
・
議
定
書
の
範

囲
に
含
ま
れ
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、当
該
放
出
は
ロ
ン
ド
ン
条
約
・

議
定
書
で
規
定
さ
れ
る
「
投
棄
」
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
議
定
書
の
適

用
は
な
い
と
し
た
。
事
務
局
が
「
法
的
助
言
」
を
出
す
こ
と
の
是
非

に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
り
得
る
が
、条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

厳
格
か
つ
妥
当
な
見
解
が
出
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

残
さ
れ
た
問
題
と
日
本
の
対
応

　

一
方
で
、
事
務
局
は
こ
の
「
法
的
助
言
」
の
最
後
で
、
本
条
約
・

議
定
書
の
締
約
国
会
合
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
議
論
す
る
場
と
な
り

得
る
と
す
る
意
見
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
条
約
に
規
定
さ
れ
て

い
な
い
問
題
や
起
草
時
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
当

面
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
議
論
を
す
る
機
会
は
あ
っ
た
と
し
、

本
件
に
つ
い
て
も
、
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
ホ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
を
設
立
し
て
議
論
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
本
件
に
関
す
る
議
論
は
本
来
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で
行
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
、
日
本
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
家
と
の
間
に
明
確
な
見

解
の
相
違
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
本
条
約
・
議
定
書
は
、
海
洋
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、

船
舶
起
因
の
投
棄
に
限
定
し
て
規
制
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
。「
汚
染
の
す
べ
て
の
発
生
源
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

海
洋
環
境
を
保
護
し
、

及
び
保
全
し
」
と
規
定
す
る
議
定
書
二
条
は
締
約
国
の
一
般
的
義
務

を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
義
務
を
遵
守
す
る
た
め
に
三
条
に
お

い
て
本
議
定
書
が
対
象
と
す
る
「
投
棄
」
を
限
定
し
て
い
る
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
会
合
で
こ
の

よ
う
な
問
題
を
扱
い
、
明
確
な
法
的
根
拠
が
な
い
ま
ま
に
条
約
の
解

釈
を
変
更
し
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
を
欠
く

こ
と
に
も
な
り
、
看
過
で
き
な
い
事
態
で
あ
る
。

　

条
約
は
、
そ
の
趣
旨
・
目
的
に
沿
っ
て
解
釈
さ
れ
、
遵
守
さ
れ
て

こ
そ
意
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
「
法
的
助
言
」
自
体

に
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が

繰
り
返
さ
れ
、「
専
門
性
」
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
、
法
的
に
見
て
不

当
な
非
難
を
受
け
る
こ
と
が
黙
認
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
横
行
す
る

こ
と
は
、「
法
の
支
配
」
に
対
す
る
信
頼
を
弱
め
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
。
ま
た
、
国
際
法
や
国
際
組
織
・
機
関
に
対
し
て
の
、
日

本
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
の
信
頼
に
悪
影
響
が
及
ば
な
い
と
も
か
ぎ

ら
な
い
。
今
後
と
も
、
遵
守
グ
ル
ー
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本

と
し
て
は
、
締
約
国
会
合
に
お
い
て
、
条
約
・
議
定
書
の
誠
実
な
解

釈
を
も
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」
を
守
る
べ
く
、

毅
然
と
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
●




